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マーケットサウンディング案件シート 

事業名：天明校区施設一体型義務教育学校施設整備事業 
 

項目 記入欄 

1．事業所管課 熊本市教育委員会事務局 教育総務部 学校改革推進課 

2．事業概要  

①事業名 天明校区施設一体型義務教育学校施設整備事業 

②事業内容 

・現在、本市の天明校区では、より良い教育環境を目指し、校区の特色を

活かした魅力ある学校づくりに向け、4 小学校と 1中学校を 1 校にす

る本市初の施設一体型義務教育学校を設置することとしている。 

・義務教育学校については現在の天明中学校敷地内での整備を行い、既存

の中学校校舎等は解体する計画としている。 

※４小学校校舎等は利活用の可能性を検討 

・これまでに、施設整備に向けた基本計画を策定するとともに、民間活力

の導入可能性調査を実施しており、調査結果を踏まえ、一括発注型デザ

インビルド（DB）方式による施設整備を行いたいと考えている。 

③事業の種類 
1.新規整備   2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.公有地活用  6.その他（             ） 

④事業の検討段階 
1.事業発案段階  2.事業化検討段階  3.事業者選定段階 

4.その他（             ） 

3．マーケットサウンディ

ングの目的 

・令和 5 年度以降の DB 方式での施設整備に向けて、現在、実施方針な

どを検討している。 

・現時点での民間事業者の参画意向や、事業者がより参加しやすい条件等

を把握するために意見交換を実施するもの。 

4．事業対象地の概要  

① 所在地 

（交通情報含む） 

天明中学校敷地：熊本市南区奥古閑町２１４６番地１ 

        熊本市役所本庁より南西へ約 1３㎞、車で約３０分 

② 敷地面積 ２２,８６７㎡ 

③ 土地利用上の制約 ・用途地域：市街化調整区域 ・建蔽率：40% ・容積率：80% 

④ 所有者 熊本市 

⑤ 周辺施設等 

熊本市役所南区役所、天明まちづくりセンター、天明ホール、天明グラウ

ンド、天明運動施設体育館がある。 

他にも、JR 富合駅・西熊本駅、九州縦貫自動車道城南スマートインター

チェンジ、熊本新港、ルネサスセミコンダクタ九州工場、城南工業団地、

流通業業務団地がある。 

⑥ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

＜災害想定＞ 

・洪水    ：0.5～3.0ｍ未満 

・津波    ：0.5～3.0ｍ未満 

・高潮    ：5.0ｍ以上 10ｍ未満 

・液状化可能性：極めて高い「下」 

・建物の危険度（全壊率）： 
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０～５％（直下地震の場合 10～20％） 

・揺れやすさ（震度）：震度６弱（直下地震の場合、震度６強） 

5．対象施設の概要   

5-1．建物 既存 整備後（予定） 

① 施設名称 熊本市立天明中学校 天明校区施設一体型義務教育学校 

② 施設の延床面積 ５,９８２㎡ １１,０００㎡ 

③ 建物の構成 

（構造、階数） 

全施設２階建て 

教室棟・体育館 R造、武道場 S造 

４階建て 

構造は未定 

④ 主な施設の内容、機

能 

管理教室棟、普通教室棟、特別教

室棟、体育館、運動場用地、武道

場、プール 

同左 ※ただし、防災備蓄倉庫や地

域連携室等の義務教育学校の特徴と

なる諸室は新たに設ける。 

⑤ 運営状況 

(運営主体、事業手法等） 

運営主体：熊本市 

事業手法：直営 

同左 

５．検討状況など  

① 現状及び課題 今後、実施方針や要求水準書等を作成していく中で、以下の点について検

討していく必要があると考えており、民間事業者からの意見をいただきた

いと考えている。 

・工期短縮の可能性 

校舎の供用開始は令和９年（２０２７年）４月予定であるが、同年２

月末に竣工すること等ができれば、新校舎で卒業式を実施すること等

が可能となるため、工期短縮につながる手法等を検討している。 

・より多くの参画が可能な募集条件 

 今後実施方針等を検討する中で、より多くの民間事業者に参加いただけ

る参加資格や要求水準などを検討する必要がある。 

・その他、軟弱地盤を踏まえた施工、ZEB化の検討など 

② 目的、考え方・基本方

針 

・事業手法は DB方式とする。 

・仮設校舎を建設しない計画とする。 

・新校舎は避難所機能を有した４階建ての施設とする。 

・既存小・中学校の地域開放の特色やカリキュラム等を踏まえて、地域連

携室を設置する。その際、管理区分を明確に設定し、防犯やセキュリテ

ィ等に配慮した計画とする。 

・児童生徒にとって安全で豊かな教育環境を確保するとともに、セキュリ

ティや安全面に配慮した配置・動線・ゾーニングを検討する。 

・９年間の普通教育を一貫して実施できる義務教育学校を建設すること

により、教員の働きやすい環境を整備する。 

・工事期間中も、生徒が現校舎で生活するため、安全に配慮した施設整備

計画とする。 

※詳細は基本計画にてご確認ください。 

＜参考資料＞熊本市ホームページへのリンク 

天明校区施設一体型義務教育学校の創設について  

③ 前提条件 校舎の供用開始は、令和９年（２０２７年）４月を予定 

https://www.city.kumamoto.jp/hpkiji/pub/detail.aspx?c_id=5&type=top&id=46246
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④ 地域住民からの意見

等 

現時点で、地域住民から出ている意見は以下のとおり。 

・廊下や階段を含めて施設を総合的にみて、子どもの学びのスペースをつ

くってほしい。 

・地域の活動や交流空間を確保してほしい。 

・新しい施設が完成するまで、部活動ができるような支援をしてほしい。 

・新校舎には、避難所機能をもたせてほしい。 

⑤ その他 ・閉校後の４小学校の利活用について、ご提案あればうかがいたい。 

＜参考資料＞ 

令和 4年度第 2回公民連携プラットフォームでのマーケットサウンデ

ィング時の事業概要説明資料（別添） 

６．事業スケジュール（案） 令和 4年１２月：基本計画策定 

令和５年度～ ：事業公募・事業契約締結 

事業契約締結～令和８年度：新義務教育学校施設整備 

令和９年度４月：校舎供用開始 

        解体、外構工事 

７．対話内容 現在想定している事業スケジュールや、来年度公表予定の実施方針、整備

事業への参加資格等について、意見をいただきたい。  

 


